
効果的な環境啓発で 

社会を変える！ 

片山湧太・金田嵩平・戸田樹・飯田明希・吉田星 

～數井G～ 
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発表内容 

活動の背景 

活動の目的・目標 

活動の概要 

各活動の報告 

 ①啓発展示・環境パネルについて 

 ②環境教材について 

全体のまとめ 
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活動の背景 

次の世代への教育の必要性 

持続発展教育：ESD 

持続可能な開発へ 
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活動の目的① 

持続発展教育：ESD 

啓発 
意識の向上 

（認知・知る） 
行動を変える 

ステップ① ステップ② 



活動の目的② 

我々学生：活動を通じ、以下の力を深める 

 

社会への発信力 

多様な視点による環境への理解力 
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http://www.kannousuiken-
osaka.or.jp/shisetsu/plaza/access/index.htmlより引用 

活動の概要 

★取り組んだこと★ 

 

①啓発展示・環境パネルの作製 

  →プラザ内にて展示 

②環境教材の作製 

  →プラザ主催の「環境教室」にて使用 
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各活動報告 啓発展示 
活動内容 

 
環境教室にて使用した「環境教材」
を展示 

→補足資料も交え、より興味・関心
を引くように工夫 

実施期間：9月1日～9月30日 

場所：大阪府環境情報プラザ  
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各活動報告 環境パネル 
活動内容 

吉田 

金田・片山 
戸田 

飯田 

実施期間：11月9日～ 

場所：大阪府環境情報プラザ 
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各活動報告 環境教材 
活動内容 全体 

★3つの教材を作成★ 

①外来種と日本固有種を見分けるクイズ（吉田） 

②シークワード・生き物図鑑（戸田） 

③生き物のつながりを考えよう！（片山・金田・飯田） 

  
使用事業：大阪府環境情報プラザにて実施の環境教室 

使用日時：①7月27，31日 

     ②7月27日、8月24日 

     ③8月5，20，24日 
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各活動報告 環境教材 
実際の教材使用の様子 
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各活動報告 環境教材 
活動内容 全体  

全体の活動目的を意識しつつ、さらに具体的な目
的を考えた 

 →以下では、  

   ・教材の内容 

   ・目的、工夫点 

   ・目的達成度に対する評価 

  について報告する 

 



教材の目的達成度の評価手法 

評価について 

・教材作成者による自己評価（主観的評価） 

 →活動目的②の「社会への発信力」を深める 

  →啓発手法の学習・振り返り 

・感想などから読み取れる客観的評価 

 →主観によらない客観的評価の必要性 
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各活動報告 環境教材 
①外来種と日本固有種を見分けるクイズ（吉田） 
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各活動報告 環境教材 
①外来種と日本固有種を見分けるクイズ（吉田） 

目的 

・「固有種」と「外来種」という新しい見方を提供する 

  （固有種・外来種について知る） 

 ＋生物を多様な視点から見ることができるようになる 

・生物に親しむきっかけになる 

 



各活動報告 環境教材 
①外来種と日本固有種を見分けるクイズ（吉田） 

自己評価（主観的評価） 

・子供たちは楽しんで意見を出しながらクイズに参
加してくれた 

 →生物に親しむきっかけになったのでは 

 

※期待する一つの効果は達成できた 
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各活動報告 環境教材 
①外来種と日本固有種を見分けるクイズ（吉田） 

客観的評価 

（感想データがなく、達成度評価は確認不能） 
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各活動報告 環境教材 
②シークワード・生き物図鑑（戸田） 

17 



各活動報告 環境教材 
②シークワード・生き物図鑑（戸田） 

目的 

・自然に興味を持ってもらう 
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各活動報告 環境教材 
②シークワード・生き物図鑑（戸田） 

自己評価（主観的評価） 

・想像していたよりも熱心に取り組んでいた 

 →興味を持ってもらえたのでは 
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各活動報告 環境教材 
②シークワード・生き物図鑑（戸田） 

客観的評価 

・「生き物の事や植物のことが分かった」 

・「身近な生き物で知らなかった事柄等、色々と学
べました」 

 →興味を持ち、知ってもらえた 

  →目的達成できたと評価できる 
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各活動報告 環境教材 
③生き物のつながりを考えよう！ 
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各活動報告 環境教材 
③生き物のつながりを考えよう！ 

目的 

・身近な生物の「繋がり」に気づいてもらう 

 （食物連鎖ではなく、食物網を理解してもらう） 

・それぞれの生物存在の重要性を意識してもらう 
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各活動報告 環境教材 
③生き物のつながりを考えよう！ 

自己評価（主観的評価） 

・興味を持って取り組んでいた 

 →食物網という事を知ってもらえたのでは 

 

・食物網の意味、それぞれの生物存在の重要性 

 →理解が難しかったかも 
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各活動報告 環境教材 
③生き物のつながりを考えよう！ 

客観的評価 

・「動物に色々な繋がりがある事を知った」 

・「自然はどこかで繋がっているという事を理解できた」 

 →生物の「繋がり」に気づいてもらえた 

  →この目的は達成できた 
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各活動報告 環境教材 
③生き物のつながりを考えよう！ 

客観的評価 

・食物網の意味、生物存在の重要性 

 →感想文のデータがなく、評価できなかった 

 

★総合的な客観的評価 

・目的達成：不十分 
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全体のまとめ 
活動の評価① 

活動の目的①：ステップ① 

・達成できたと評価 

 

活動の目的①：ステップ② 

（評価できなかった） 
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全体のまとめ 
活動の評価② 

「社会への発信力」の向上 

・活動を通じ、啓発の手法を学習 

 →達成できたと評価 

 

「多様な視点による環境への理解」 

・他の人の活動を見て、気づきがあった 

 →達成できたと評価 
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活動の目的①：ステップ② 

・達成できたかの評価を明確にできるように 

 ex）事後調査、モニタリング 

 

環境に関心のない人への啓発 

・どう行うのか考える必要性あり 
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全体のまとめ 
今後に向け：課題 



ご清聴、ありがとうございました。 
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